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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は，Peutz-Jeghers 症候群 (PJS) 患者に認められる小腸ポリー

プと大腸ポリープの narrow band imaging (NBI) 拡大内視鏡法による血

管分類と病理学的検査を同時に行い，NBI の有用性を示すことを第一の目

的とした。同時に，PJS の原因遺伝子である serine/threonine kinase 11 

(STK11) 遺伝子の変異解析を第二の目的とした。目的は，十分に妥当であ

る。 

 

２ 研究手法に関する評価 

NBI 拡大内視鏡法での過誤腫所見と病理学検査による確定結果を対応さ

せ検討しており，研究手法は妥当である。STK11 遺伝子の変異解析は，３

家系を対象に PCR 直接塩基配列決定を行い，既存の変異との比較検討を行

っており研究手法は妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果，NBI 拡大内視鏡法での過誤腫の判断が信頼出

来ることを明らかにした。STK11 遺伝子の変異解析によって，３家系中の

２家系において変異を同定した。得られた結果の考察も十分に妥当で合理

的であった。 

今後の消化管腫瘍の画像診断研究および分子遺伝学的研究の進展が大

いに期待される。 

 

以上のように本論文は消化管腫瘍研究に貢献するところが大であり，審

査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 
 


